
御名前
○　本校の概要 令和6年10月1日

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が６０％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむね高まっている」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむね高まっている」と
回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむね高まっている」と回
答した。

１：「おおむね高まっている」と回答した教員が60％未
満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「組織的な対応ができた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満の教員が回答した。

２：60％以上80％未満の教員が回答した。

１：「組織的な対応ができた」と回答した教員が60％未
満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

タブレットを使って発表したり課題を提出した
り、とても便利になった半面、字を書く機会が減
り漢字を覚えるのが苦手になるのではない
か。

筆圧をかけてたくさん字を書くことで頭にはい
ると思う。少なくとも私が子供のころは書き取り
の宿題が出ていた。

学習発表会で高学年の「おおたの未来づくり」
に関する発表は題材は素晴らしかったですが、
伝わりにくい部分がありもったいないと感じた。

4

図書ボランティアの数が減少していると聞いて
いる。以前は毎週水曜の朝読書の時間に読み
聞かせを行っていた。（保護者が足りないとき
は６年生が１年生に読み聞かせを行っていた）
こどもが本に触れる時間をもっと増やしていけ
たらよいと思う。

地域の人たちの連携の強化について、災害訓
練をもっと推進してほしい。

夏わくをはじめ、いろいろな行事に地域の方の
ご協力をいただき、学校と地域の方とのつなが
りができてうれしい。それも先生方の理解や協
力があってのことと、感謝している。今後コミュ
ニティスクールに移行するときも、中富小なら
三者が協力し合ってスムーズに移行できると
思っている。

教科担任制を行うにあたっての課題もあったと
聞いている。こどもにとってベストな学習環境
になればと思う。専門の先生にしかできない授
業もあり、こどもが興味をもち、学習意欲が向
上することを願う。

〇タブレットや学習アプリを活用し、児童ご
との学習状況を可視化したり、デジタル教
材を活用し児童が自分のペースで学習を
進めらるようにしたりした。また、学習支援
員や保護者とも連携し学習のサポート体
制の充実にも取り組んだ。

〇全教員が「大田区教育研究会」に所属
し、各自の専門教科・専門分野の研修会
に参加した。

〇校務分掌を見直し業務量に偏りが出な
いよう配置を工夫したり、教員支援員を活
用したりして業務適正化に努めた。また、
ウェルビーイング向上のために「ワークラ
イフバランス」を推進したり、「職場のコミュ
ニケーション」を促進したりした。今後も職
場全体で継続的に業務と職場環境の見直
しを行いながら、ウェルビーイングを高め
ていく。

〇都の小学校教科担任制等推進校とし
て、４年生以上に理科専科を配置したり、
５・６年生担任が国語・社会・体育の交換
授業を行ったりして、高学年の一部の教科
の担任制に取り組んだ。

☆児童アンケートの「先生は、分かりやす
く勉強を教えています」に対しての肯定的
な評価は約９５％であった。また、保護者
学校評価アンケートの「教師は、学力を身
に付けさせるために授業の工夫をしてい
る」の質問に対し肯定的な評価は８６％
で、学校の取り組みを児童・保護者に理解
していただいている。今後も「アクティブ・
ラーニングの導入」「ICTの活用」「体験型
学習」などを意識しながら授業改善に努め
ていく。

4

一時期に比べて校内を歩き回っているようなこ
どもを見かけることもなくなり、支援が行き届い
ているのだろうと感じる。

授業中はもちろんのこと、その他の学校生活に
関しても児童に合わせて無理のない指導を
行ってくれていると思う。

サポートルームなどの環境はとてもよいと思
う。
児童のいじめに対する意識の向上や教員の対
応にこれからも期待したい。

〇毎月開催された「校内特別支援委員
会」（若草委員会）では、管理職・担任・特
別支援教室巡回指導教員・特別支援教室
専門員・スクールカウンセラーで、特別な
支援を要する児童に関しての情報を共有
したり、課題解決に向けての話し合いを
行ったりした。

〇毎週末「生活指導夕会」を行い、学校全
体で児童に関する事故・トラブル・怪我に
ついての情報を共有し、児童・保護者への
対応の共通理解を図った。生活指導主任
を中心に、日々の観察や休み時間の巡
回、アンケートに取り組み、いじめの未然
防止、早期発見、早期対応に取り組んだ。

〇学校とスクールカウンセラーとの連携を
図るために、定期的な報告・会議の場を
設定したり、専門知識の共有や心理的な
支援といった担任のサポートに取り組んだ
りした。

☆児童アンケートの「わたしは、「いじめは
ゆるさない」と思っています」の肯定的な評
価は約９７％であった。また、保護者アン
ケートの「教師は、子どもの人権を尊重す
る姿勢で指導している」の質問に対し肯定
的な評価は約８９％で、学校の取り組みを
児童・保護者に理解していただいている。
肯定的な評価１００％を目指し、児童一人
ひとりが「いじめはゆるさない」という価値
観を身に付ける環境を引き続き整えてい
く。

4
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学校施設につい
て、ICT環境等の
教育環境の整備
を推進するととも
に、児童・生徒の
安全・安心を向
上させるための
教育を推進しま
す。
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Ａ 9

④コミュニティー・スクールへの移行をめざ
して、学校支援地域本部・地域教育連絡
協議会と協働して、学校・家庭・地域が連
携した活動を実施している。

Ｂ

Ｄ

保護者学校評価アン
ケートの設問「こども
は、安全に関する知識
を理解し、対応の仕方
を身に付けている」の
質問に対し肯定的な回
答（よくあてはまる・あ
てはまる）をした割合

〇毎月「安全点検」を行い、修繕が必要な
個所については、速やかに主事や業者に
依頼して修繕を行った。また、年間を通し
て保護者や地域、警察と連携して通学路
の安全確保や見守り活動を行った。

〇毎月「避難訓練」を実施し、児童が災害
時に適切に行動する力を育成した。避難
訓練前に「災害」について学習したり、訓
練の目的を話したりした。また、避難訓練
後には、各学級で振り返りを必ず行った。

〇読書学習司書は児童の読書推進のた
めに、図書主任の教員と連携し、本の選
定や魅力的な学校図書館レイアウトづくり
など、日常的に学校図書館の整備に取り
組んだ。読書週間に「読書の木」「読書ス
タンプラリー」を実施し、読書習慣を育む
活動にも取り組んだ。

☆保護者学校評価アンケートの設問「こど
もは、安全に関する知識を理解し、対応の
仕方を身に付けている」の質問に対し肯
定的な評価は約８６％であった。引き続き
設備点検や防犯対策などの「物理的な安
全確保」、保護者との情報共有や見守り
活動などの「保護者や地域との連携」に取
り組むと共に、児童の安全意識の育成に
努めていく。

保護者の学校評価ア
ンケートの設問「学校
は、伝統文化を尊重す
る心や持続可能な社
会を形成していく態度
を育成している」の質
問に対し肯定的な回答
（よくあてはまる・あて
はまる）をした割合

児童アンケートの設問
「先生は、分かりやすく
勉強を教えています」
および
保護者学校評価アン
ケートの設問「教師は、
学力を身に付けさせる
ために授業の工夫をし
ている」の質問に対し
肯定的な回答（よくあて
はまる・あてはまる）を
した割合

２：
６０％
以上

１：
６０％
未満

児童アンケートの設問
「わたしは、「いじめは
ゆるさない」と思ってい
ます」および
保護者学校評価アン
ケートの設問「教師は、
子どもの人権を尊重す
る姿勢で指導してい
る」の質問に対し肯定
的な回答（よくあてはま
る・あてはまる）をした
割合

４：
８０％
以上

児童アンケートの設問
「わたしは、授業や勉
強が分かるようになっ
てきました」および
保護者学校評価アン
ケートの設問「子供は、
学校の授業で学力が
身に付いている」の質
問に対し肯定的な回答
（よくあてはまる・あて
はまる）をした割合

１：
６０％
未満
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英語での実践的
なコミュニケー
ション能力を高め
るとともに、我が
国や郷土の伝統
文化に触れ、尊
重する心や、協
力していく態度を
育成します。ま
た、国際社会・地
域社会に関心を
もち、持続可能
な社会を形成し
ていく態度を形
成します。
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児童・生徒が豊
かな人生を生き
ていく上で基礎と
なる力として、豊
かな心や確かな
学力、健やかな
体を育成します。
また、乳幼児期
から中学校まで
の一貫性のある
教育を推進しま
す。
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困難のある児
童・生徒一人ひ
とりの状況にあ
わせて教育環境
を整えるととも
に、相談機能の
充実を図ること
で、すべての児
童・生徒が自分
らしくいきいきと
生きるための学
びを支援します。

中富小の特色の「海苔の文化」について知識
を得たり経験（海苔つけ体験を全学年で実施し
た）をする機会がありよかった。自分で海苔付
けした海苔を実際に食べることは、来年度以降
もぜひ続けてほしい。

「おおたの未来づくり」に海苔の学習を取り入
れることは、学校の立地上とても恵まれている
し、最適なテーマだ。

今年度の海苔付け体験は全学年で行えたこと
を大変うれしく思う。みんなで自分で作った海
苔を試食し、感想を言い合う機会があればな
およいと感じた。

取り組みに対しての保護者及び児童のアン
ケートの設問が簡略になりすぎている印象が
ある。評価に異論はないが、もう少し具体的な
評価が見えるとよいと思う。

児童アンケートの設問
「わたしは、タブレットを
活用して学習していま
す」および
保護者学校評価アン
ケートの設問「学校は、
タブレットを使った授業
を計画的に行い、子供
に情報活用能力を付け
ている」の質問に対し
肯定的な回答（よくあて
はまる・あてはまる）を
した割合

４：
８０％
以上

３：
７０％
以上

２：
６０％
以上

１：
６０％
未満

４：８
０％
以上

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ

Ｂ

〇今年度大田区独自教科「おおたの未来
づくり」研究実践校として、STEAM教育を
軸とした「ものづくり」「地域の創生」を通し
て、児童に創造的な資質・能力の育成に
取り組んだ。全教員で「おおたの未来づく
り」のカリキュラム開発、授業研究、年間
指導計画の作成に取り組んだ。６学年は
東邦大学と連携して、地域の健康に関す
る課題解決のために、食物繊維を摂取す
るための料理を考案し、保護者や地域に
提案した。

〇地域にある「大森ふるさとの浜辺公園」
で「凧揚げ」「写生会」「たてわり班ウォーク
ラリー」「ふるはま持久走大会」を行った。

〇ICT機器を活用した授業を積極的に実
践したことで、児童の興味を引き、学びの
モチベーションを高めることができた。ま
た、プレゼンテーションソフトや動画制作ア
プリを活用したことで、考えやアイデアを効
果的に表現する力が養われた。それか
ら、社会科の学習においては、インタラク
ティヴな動画（オンライン工場見学など）を
使用したことで、視覚的・体験的な学習が
促進された。

☆児童アンケートの「わたしは、タブレット
を活用して学習しています」に対しての肯
定的な評価は約９０％、保護者アンケート
の設問「学校は、タブレットを使った授業を
計画的に行い、子供に情報活用能力を付
けている」の質問に対し肯定的な回答は
約７３％であった。（否定的な回答は約
７％、「わからない」は約２０％）であった。
このことから、学校の取り組みが保護者に
十分に伝わっていない部分がある。今後
も引き続きICT機器を活用した学習を、保
護者に公開する機会を多くし、学校の取り
組みについて理解していただけるよう努
力する。

〇外国語指導教員を活用し、ゲームや歌
等を取り入れた楽しい授業を行うことで、
こどもたちの興味をより引き出したり、英
語をより身近なものに感じさせたりするこ
とができた。また、外国語指導教員との会
話を体験することで、英語を使う楽しさを
実感し、コミュニケーション能力が向上し
た。

〇「人権週間」には全校で人権に関する授
業や掲示物による啓発を行い、いじめや
差別、共生の重要性など、人権に関する
理解を深めることができた。

〇社会や理科の授業を通して気候変動や
自然環境の保全・SDGsなどについて学習
したり、道徳の授業を通して平和と人権な
どについて学習したりした。

〇地域の方や大森海苔のふるさと館と連
携しながら、全学年が海苔付けを体験をし
たり、授業で海苔の養殖や海苔の生育な
どについて学んだりした。また。独自教科
「おおたの未來づくり」において、５・６年生
は海苔を活用したレシピ開発や海苔のよ
さを伝える学習に取り組んだ。

☆保護者アンケートの「学校は、伝統文化
を尊重する心や持続可能な社会を形成し
ていく態度を育成している」に対しての肯
定的な評価は約８２％であった。「海苔の
学習」についての取り組みが保護者に十
分に伝わっていることが考えられる。

4

４：
８０％
以上

〇道徳教育推進リーダーを中心に道徳授
業の改善に取り組み、児童の規範意識の
向上に務めることができた。

〇担任は児童の学習上の課題や理解度
の差異を把握し、個に応じた指導を行うよ
うに務めた。また、３年生以上の児童を対
象に年間２０回、放課後補習教室「寺小屋
中富」を行い、算数の習熟に取り組んだ。

〇全校で「早寝・早起き・朝ご飯」週間に取
り組んだり、「体育・健康教育地区公開講
座」を行ったりして、児童に生活習慣や食
習慣を振り返らせたことで、課題に気付
き、その改善に務めようと努力する児童や
家庭が多く見られた。また、栄養士や読書
学習司書と協力して、給食で「図書コラボ
メニュー」を提供し、児童が楽しみながら食
と読書の両方に興味がもてた。

〇「小中一貫教育の会」「小中一貫教育の
日」において、近隣の４つの小中学校で互
いの授業を公開したり、児童・生徒に関す
る情報を交換したりした。また、１年生の
生活科の授業に新１年生を招待したり、近
隣の幼稚園・保育園と新１年生に関する
情報交換を行ったりして、幼保小の連携も
図っ図った。

〇主幹・主任教諭による年間１０回のOJT
研修を実施し、教員の授業改善に努め
た。

☆児童アンケートの「わたしは、授業や勉
強が分かるようになってきました」に対して
の肯定的な評価は約９０％であった。ま
た、保護者アンケートの「子供は、学校の
授業で学力が身に付いている」の肯定的
な評価は約８７％で、学校の取り組みが確
かな成果に繋がっていると考えられる。今
後も「大田区学力効果測定」の結果をもと
に、児童の基礎学力の定着を目指した取
り組みを継続していく。

4

２：
６０％
以上

１：
６０％
未満

４：
８０％
以上

１：
６０％
未満

成果
評価

令和６年度　大田区立中富小学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

本校は大田区北東部に位置している。海岸は埋め立てがすすみ、古くからの運河・海岸は公園・散策路として整備されている。近隣には「ふるさとの浜辺公園」として整備されている、人工海浜公園がある。大規模な集合住宅はなく、落ち着いた住宅が建ち並ぶ地域環境である。その地域性を生かした活動を
全学年が取り入れ、本校独自の取組として定着している。児童数は２１０人程度と小規模校ではあるが、朝の読み聞かせ活動では多くの保護者がボランティアとして活動を支援する体制が整っている。行事では、単学年ではなく複数の学年で協力しながら行うことで、他学年（特に下になる学年）に対する思い
やりと優しさが育まれる活動を行っている。少人数を生かした教育活動を実践している。

校内研究等の
OJTの充実を通
して、教師の授
業力を向上させ
ます。また、質の
高い教育を実現
するため、学校
の組織的な運営
力を向上します。
あわせて、教師
がやりがいをもっ
て働くことができ
る魅力的な環境
づくりを進めま
す。
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す
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地域コミュニティ
の核としての学
校づくりや地域の
特色を生かした
学校づくりを進め
るとともに、学
校・家庭・地域が
連携・協働して、
地域社会全体で
こどもたちを育成
します。

目標に対する成果指標

8

４：
８０％
以上

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

3

3

6

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載する。
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。
○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

③家庭教育に関する情報の発信やPTAな
どと連携した講演会・学習会、またはその
双方を実施している。

②登下校の見守り活動等の、児童・生徒
の健全育成や安全指導に係る取組を地域
の協力により実施している。

4
２：
６０％
以上

①「地域コミュニティの核としての学校づく
り」を目指して地域と学校が連携・協働した
様々な活動を実施している。

3

3

3

③体育や保健体育の授業など様々な機会
を通して、健康教育や食育を推進し、基本
的な生活習慣の確立を図っている。

3

Ｄ 0

Ａ 8

④学校の特色である「海苔の学習」に、本
校独自で作成した「海苔の学習系統表」を
基に全学年で取り組んでいる。

①道徳科を中心とした各教科等での学習
などを通じて継続的に道徳教育を実施し、
豊かな情操や道徳心の育成を図ってい
る。

②学習習熟度に応じた指導や個に応じた
学習支援、各種検定の実施を通して、す
べてのこどもに確かな学力の育成を図っ
ている。

③現代社会における地球規模の課題を自
分事として捉え、その解決に向けて考え、
行動する力の図っている。

④乳幼児期から中学校まで円滑な接続を
行うため、保幼小の連携や小中一貫の視
点に立った教育を行っている。

方向性 取組指標

①児童・生徒一人ひとりの可能性を引き出
す個別最適な学びと協働的な学びの一体
的な充実の視点による授業改善を行って
いる。

①STEAM教育等の教科等横断的な学び
や科学教育を推進し、課題解決力や新た
な価値を創造する力の育成を図っている。

①外国語教育指導員の活用などにより、
英語に慣れ親しみながら会話をする機会
を増やし、英語力やコミュニケーション能力
の向上、豊かな国際感覚の育成を図って
いる。

②我が国や郷土の伝統や文化の学習、人
権教育を推進し、自分とは異なる文化や
価値観をもつ相手を理解し、互いに尊重し
合う心の育成を図っている。

社会の様々な課
題を自分事とし
て捉え、主体的
に考え、他者と
協働し、問題解
決していく意欲
や、予測困難な
未来社会を切り
拓いていくために
重要な創造力や
課題解決力、情
報活用能力を育
成します。

2

4

4

②教職員がそれぞれの専門性を生かした
り、地域の特色を生かしたりして教育活動
を行っている。

④小学校教科担任制推進校として、高学
年の一部教科の担任制に取り組み、教員
の専門性を生かした授業を行っている。

③読書学習司書を活用した学校図書館・
読書環境の整備を進めている。

②避難訓練や安全指導日などを通して、
危険や災害に対する教育を関係機関と連
携しながら進めている。

①学校や地域の伝統・特色や、安心・安全
な学校生活づくりを踏まえて、学習環境を
整備している。

②学校いじめ防止基本方針に沿って、いじ
めの未然防止、早期発見、早期対応等の
ための組織的な対応を実施している。

4

④特別支援教室（サポートルーム）拠点校
としての強みを生かし、支援の必要な児童
や不登校傾向の児童の組織的な対応を
実施している。

③教職員の業務適正化等に取り組み、児
童・生徒に教員が向き合う時間を確保する
等、ウェルビーイングを高める取組を行っ
ている。

⑤「わかる、できる・たのしい・認められる」
授業の実現のために、年間１０回のOJT
研修の実施など、授業改善のための研修
に取り組んでいる。

①インクルーシブ教育システムの構築に
向けて、教員の資質・能力の向上や校内
における支援体制の充実、特別支援教室
巡回指導教員との連携等を行っている。

③スクールカウンセラーやスクールソー
シャルワーカーとの連携等、児童・生徒・
保護者が相談しやすい環境を整備し、一
人ひとりの能力や可能性を最大限に伸ば
すことを意図した指導や支援を行ってい
る。

3

3

3

4

4

保護者学校評価アン
ケートの設問「学校は、
地域の人材や施設と
連携し、教育活動に生
かしている」の質問に
対し肯定的な回答（よく
あてはまる・あてはま
る）をした割合

〇「大森海苔のふるさと館」で海苔付け体
験を行ったり、「大森ふるさとの浜辺公園」
でウオークラリーや持久走大会を行ったり
した。どの行事にも毎回多くの地域ボラン
ティアの方が支援をしてくださった。また、
祭礼や地域のイベントに本校の金管バン
ドが参加し、地域との交流を図った。

〇年間を通してＰＴＡが計画的に放課後の
地域の巡回見守りを行い、児童の安全指
導に努めた。

〇毎月発行される「学校だより」を通して、
家庭でのこどもとの関わり方やこどもの発
育に関する基本的な考え方など家庭教育
に関する情報を発信した。また、ＰＴＡ成人
教養部を中心に「給食試食会」を実施し、
栄養士より減塩や食物繊維摂取など給食
の取り組みについての講演会が行われ
た。

〇学校と地域との連携が円滑に行われる
よう、毎月「学校地域支援本部コーディ
ネーター連絡会議」を開催した。また、学
校地域支援本部コーディネーターの方々
には、今年度から地域教育連絡協議会の
メンバーとして会議に参加していただい
た。

☆保護者アンケートの「学校は、地域の人
材や施設と連携し、教育活動に生かして
いる」の質問に対し肯定的な評価は約８
７％であった。今後も地域力を生かした本
校独自の教育活動の推進と、コミュニ
ティースクールに向けての基盤づくりに努
めていく。
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３：
７０％
以上

4

Ｂ 4

4

Ｂ 2

2

③情報技術を適切に活用した授業の実施
を通して、情報活用能力の育成を図ってい
る。

3

④大田区独自教科「おおたの未来づくり」
の研究実践校として、カリキュラム開発や
東邦大学と連携した実践を行い、児童に
情報を活用・探求させる能力の育成を図っ
ている。

3

②学校内外での様々な体験活動や自己
評価する習慣づくりを推進し、自ら考え判
断する力や、他者と協働していく力の育成
を図っている。
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3
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３：
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以上
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